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巻頭◎新本庁舎建設工事始まる

質
実
剛
健
で
災
害
に
強
い
庁
舎

シ
ン
プ
ル
な
形
状
で
コ
ス
ト
に
配

慮
し
、
長
寿
命
の
建
物
と
し
ま
す
。

災
害
に
強
い

大
地
震
に
備
え
、
免
震
構
造
を
採

用
し
、
丈
夫
で
耐
久
性
の
あ
る
建
物

で
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸
断

後
も
72
時
間
は
災
害
対
応
が
持
続
で

き
る
よ
う
、
非
常
用
発
電
機
な
ど
を

設
置
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮

空
調
や
消
費
電
力
軽
減
に
配
慮
し

た
設
備
を
備
え
た
庁
舎
に
し
ま
す
。

・
自
然
換
気
、
ナ
イ
ト
パ
ー
ジ（
※
）

を
導
入
し
ま
す
。

※
夏
の
夜
間
に
冷
え
た
外
気
を
取
り
入
れ
、

室
内
の
熱
を
排
出
す
る
省
エ
ネ
手
法

・
執
務
室
は
、
居
住
域
の
み
を
温
度

調
整
す
る
「
床
吹
き
出
し
空
調
」

を
採
用
し
ま
す
。

・
2
カ
所
の
吹
き
抜
け
に
自
然
採
光

を
取
り
入
れ
ま
す
。

・
夏
の
日
射
し
を
バ
ル
コ
ニ
ー
で
遮

り
、
室
温
の
上
昇
を
抑
え
ま
す
。

・
太
陽
光
発
電
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
高

効
率
・
高
出
力
照
明
を
導
入
し
ま

す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
る
庁
舎

●
開
庁
記
念
イ
ベ
ン
ト

昨
年
、募
集
し
た
市
民
参
加
の「
新

本
庁
舎
建
設
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
の
ア

イ
デ
ア
に
記
念
植
樹
な
ど
18
件
の
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
の
提
案
を
参
考
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
窓
口
を

１
階
に
集
約
し
、
ほ
と
ん
ど
の
用
事

が
１
階
で
済
み
ま
す
。

●
開
放
ス
ペ
ー
ス

　

4
階
の
会
議
室
は
、
市
民
活
動
の

場
と
し
て
閉
庁
日
に
市
民
の
皆
さ
ん

に
開
放
し
ま
す
。
ま
た
、
北
ア
ル
プ

ス
が
望
め
る

眺
望
ス
ペ
ー

ス
は
、
観
光

客
を
は
じ
め

市
内
外
の
多

く
の
皆
さ
ん

が
利
用
で
き

る
よ
う
に
し

ま
す
。

１階フロア窓口付近のイメージ

将
来
を
見
据
え
た
百
年
の
計

　
市
民
に
愛
さ
れ
、
災
害
に
強
い

　
庁
舎
を
目
指
し
ま
し
た

内藤・小川原・尾日向
設計共同企業体

代表　内
な い と う

藤 廣
ひろし

さん

市
庁
舎
は
地
域
の
要
で
す
。
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
三
陸

の
街
を
見
て
も
、
地
域
の
要
で
あ
る

市
庁
舎
が
被
災
し
た
か
ど
う
か
が
、

復
興
の
在
り
方
を
大
き
く
左
右
し
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

本
市
庁
舎
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
、

ま
ず
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
す
る
防

護
機
能
を
備
え
、
使
い
勝
手
が
よ
く

機
能
的
で
、
な
お
か
つ
市
民
に
愛
さ

れ
、
地
域
を
長
期
に
わ
た
っ
て
支
え

続
け
る
よ
う
な
質
実
剛
健
な
建
物
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

地
震
に
対
し
て
は
免
震
構
造
を
採

用
し
、
耐
震
性
能
は
も
と
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
系
の
防
護
に
備
え
ま

す
。
2
つ
の
吹
き
抜
け
は
、
内
部
に

統
一
感
と
明
る
さ
を
も
た
ら
し
ま

す
。
4
周
に
め
ぐ
ら
せ
た
バ
ル
コ
ニ

ー
は
、
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
路
に

な
る
と
と
も
に
、
安
曇
野
の
強
い
日

差
し
を
遮
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

を
も
た
ら
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
場

産
の
木
材
を
多
用
し
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
温
か
な
空
間
を
つ
く
り
出
し

ま
す
。

市
庁
舎
建
設
は
、
ま
さ
に
百
年
の

計
で
す
。
後
の
世
代
に
も
継
承
し
う

る
誇
り
高
い
建
物
が
、
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
で
建
ち
上
が

る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

建築家・東京大学名誉教授・
総長室顧問。昭和 25 年神奈
川県生まれ。早稲田大学大学
院修士課程修了。内藤廣建築
設計事務所代表。平成 13 ～
23 年東京大学大学院教授、
副学長を歴任。日本建築学会
賞（海の博物館）、第 42 回毎
日芸術賞（牧野冨太郎記念館）
などを受賞。主な作品に松川
村の安曇野ちひろ美術館があ
る。

設計者からの
メッセージ

Message

内藤さんが設計した安曇野ちひろ美術館

■
新
本
庁
舎
の
概
要

豊科近代美術館

豊科交流学習センター
「きぼう」

既存駐車場

至　田沢

駐車場

本庁舎

市 道
至　R147

正
面
入
口

西
側
入
口

庁舎断面イメージ

自然採光
➡

自然採光
➡

4 階

3 階
2 階
1 階

地下駐車場

安曇野の自然と景観
に配慮した庁舎

低層４階の建物で
す。外観には安曇野
産の木パネル。内装
にも木材を使用し、
安曇野らしい温かみ
の あ る 庁 舎 と し ま
す。

東西

○主な入口を、東側と西側に設け、東側の正面入口にはデマンド

交通「あづみん」が乗り付けられる、ロータリーを設置します。

○既存駐車場のほか、身障者駐車場や地下駐車場を含め、

約 260 台分の駐車スペースを確保しています。

○既存施設との共存を図り、一体感を持った敷地としています。

○隣接する建物に圧迫感などを与えないよう配慮しています。

●本庁舎配置

吹
き
抜
け

吹
き
抜
け

1 階：市民サービスと憩いのゾーン　　2 階：市長室、危機管理、まちづくりのゾーン

3 階：議会、教育委員会、総務ゾーン　4 階：大会議室、書庫、機械室ゾーン


